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駅前パ キーングの看板 清水銀行 商店
－ 16 －
３．感想
・ 　掛川市は人口81,000千人規模の中小規模の都市であるが、新幹線・東名高速
をはじめ、大きな国土軸幹線が通り、無秩序な乱開発に対する警戒心が強く
あった。
・ 　このように都市基盤整備が進んだのは、市長および歴代の国土交通省からの幹
部出向職員が国土政策を実現させるべく、リーダーシップを発揮した結果と新幹
線掛川駅建設及び掛川城再建に市民が殆どすべての資金を寄付した風土の両輪が
あったからと考えられる。
・ 　地区まちづくり計画策定にあたって、原則自治会長を委員長にし、地区住民主
導の合意形成手段をとることを中心に据え、市が策定の予算200万円を2年間提
供して支援するといった形を取ったことが、非常に労力の要る作業ではあるが結
果として効果的であったと思われる。
・ 　まちづくりには、当事者が自分たちの諸権利の行使と、制限を将来に亘って明
確な展望を持てるようになにかの形で公共が “担保” することが切り口になると
思われる。もちろんそのためには、“まちづくり” そのものが、明確な展望を示
すことが必要十分条件となる。機会があれば、地区住民の会合に参加すれば実際
の状況をある程度体感できるのではないだろうか。
・ 　土地条例そのものはひとつの事例であり、本質は住民の市政への参画意識と公
共貢献意識の醸成であると考える。
ひるがえって和歌山市において、このような市民主導、かつ当事者、権利関係者が自
主的に公共施策に協力する、私権制限を前提とした行動が可能だろうか。しかし、この
ような風土を創りあげることが根本であろう。
